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横浜市立中田中学校 

校 長  飯塚哲聡 

 

２０２３年 始動 

学校長  飯塚 哲聡 

 2023 年、令和 5年がスタートしました。改めまして、皆さんあけましておめでとうございます。いつもより少し長

い冬休み、いかがでしたか？有意義に過ごすことができたでしょうか。今年度も残すところ、実質 2か月半で

す。悔いの残らぬよう、全力を尽くしていきましょう。特に 3年生は入試を控えて最後の追い込みです。体調に

気を付けて、自分の力を十分発揮できることを願っています。 

 

 比較的暖かく、穏やかなお正月となりました。今年は行動制限がなく、大好きな大学箱根駅伝を沿道に出て応

援することができました。まだ声援をすることはできず、拍手のみでパワーを送ります。必死の形相で山道を駆

け上がっていく選手を見ると、「若さ」、「エネルギー」、「情熱」、「忍耐」等々、いろいろなものをもらうことができ

たように感じました。今年の中田中学校の皆さんの活気あふれる活動に思いを重ねていると、なんだか熱いも

のが体に湧いてきました。今年も皆さんの活躍を大いに期待しています。 

 

元旦には、近くの菩提寺で、次のような言葉に出会いました。 

「人人悉道器（人人ことごとく道器なり）」 これは曹洞宗の派祖、瑩山禅師の言葉だそうです。社会科で鎌倉

新仏教を学習した際に、名前を聞いた人もいるかもしれません。 

「人は皆、道を究めるだけの器がある」といった意味の言葉だそうです。「道」とは仏の道に限らず、仕事や趣

味など、ある一つのことに打ち込むことで見えてくる世界ともいえるでしょう。人と比べて優れている、劣っている

ということではなく、誰もが自ら打ち込み、自ら究めることのできる、大いなる器を備えているのです。だからこそ

他人を尊重し、また自らを尊重できるのです。 

「人と比べるのではない」ことは、これまで何度かお話した「基本的自尊感情」を高めることに通じます。 

【「自信ややる気がない」、「不安と孤独を感じる」、「どうせ私なんて」といった自尊感情の低さや、人より優れ

ているとか、優越感を持つといった「社会的自尊感情」よりも、他者との比較でなく、絶対的で無条件、根源的で

永続性のある「ありのままの自分」＝「基本的自尊感情」を大きく強固なものにすることが大事である。そのため

には和紙を一枚一枚塗り重ねるように体験・感情の共有を少しずつ積み重ねていくことが大切。中田中でも、大

きく安定した自尊感情を持ち、何があっても大丈夫、立ち直れるという生徒を育てたい。】 

また「自ら打ち込み、自ら究める」は、前述した駅伝選手の姿にも重なります。「この日」の、「この 1時間」の

ためにどれだけの努力を積み重ねてきたか。まさに「道器」そのものでしょう。 

中田中学校の学校教育目標の一つは「目標に向かって努力する生徒」です。これからの長い人生の中で自

ら打ち込めるものに出会い、究めるために努力を重ねることの土台が、まさしく今、ここにあるということを再認

識した日でした。一日一日を大切に過ごしてください。 

 

最後に保護者の皆様、令和 5年は中田中学校創立 50 周年となる節目の年を迎えます。記念事業実行委員会は

来月に 3回目を予定しており、段取りや記念事業内容の概要等、骨組みがほぼ固まってきました。コロナ禍の影響

をどれだけ受けるかが心配な点でもありますが、教職員、生徒、地域の皆様一丸となって成功を目指します。今後、

仕事がより具体化するにつれ、様々な形で、中田中にご縁のある方々のお力添えを願うことになりましょうが、その

節は、どうぞよろしくお願いいたします。 
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泉区中学校美術科巡回展に出品した作品が中田中学校美術室前に展示されました。中田中学校の代表の作品

が、近隣の中学校で見られることとなりました。改めて見直すと素晴らしい発想の作品ばかりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新春恒例の書初めが各クラスに掲示されました。今年も冬休みの国語

科の宿題として取り組みました。 

そのうち金賞受賞作品が職員室前に掲示されています。また、3年の

久世 愛尚さんの作品は、横浜市立学校総合文化祭中学校書写展に出品

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

金賞  ３年 石井 莉花子さん   ２年 青木 大空さん   １年 今井 愛花さん 

         遠藤 颯太郎さん      奥津 咲季さん      阿部 百花さん 

         久世 愛尚さん                    山口 璃子さん 

 

 

 

７組からも、金賞、銀賞が選ばれました。みんな頑張りました。 

 

 

 

 

 

毎年、年末に京都 清水寺で発表される「今年の漢字」。昨年の世相を表した漢字に『戦』が選ばれました。中

田中学校でも「今年の一字」を考え、掲示をしました。（写真は 3年生のもの） 

「塾」「勉」「忙」「努」「挑」など受験生ならでは（？）の漢字が並びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                 

 

↑２年生 石井 莉花子さん 

     遠藤 颯太郎さん 

↑３年生 松本 美咲さん  

    澤田 真季さん 

     澤田 夢唯さん 

中学校書写展 

 

 

 

 

 



 

 

 図書館の取組で「今週の一冊」というコーナーが廊下にあります。ニュースや新聞で取り上げられた話題に

関連した本を紹介し、生徒に読んでもらおうという企画です。今週は、成人式、将棋に関するものでした。話

題になった内容の気になったことを深めていく、素敵な取組です。 

 

 

 

※予定は変更することがあります。 

 

 

16 月 1 水

17 火 2 木 1年職業講話　2年キャリア教育

18 水 3 金 3年学年末テスト

19 木 4 土

20 金 2年百人一首大会 5 日

21 土 6 月 朝会　　完全下校

22 日 7 火 専門委員会

23 月 完全下校 8 水 中央委員会

24 火 専門委員会 9 木

25 水 10 金 2年キャリア教育

26 木 個別支援級合同学芸会 11 土

27 金 1年百人一首大会 12 日

28 土 13 月

29 日 14 火 公立共通選抜学力検査

30 月 中央委員会 15 水 公立共通選抜面接等

31 火 16 木 公立共通選抜面接等

1月 2月


